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浦
向
道
の
点
検
巡
視 

 ◇
実
施
日
： 

２
０
２
１
年
２
月
７
日
（
日
）
晴 

◇
参
加
者 

新
宮
組
： 

沖
崎
吉
信
、
橋
本
梓
、
濱
野
兼
吉
、
児
嶋
道
夫
、
松
本
吉
殖 

中
前
偉
、
畑
林
秀
味
・
清
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子 

倉
本
加
代
（
ビ
ジ
タ
ー
） 

三
重
県
： 

山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
、
高
階
美
根
子 

奈
良
県
、
大
阪
府
： 

村
吉
光
夫
、
乾
克
己
、
梶
野
照
雄 

１
７
名 

 

 
 

 
 

 

倉
庫
前
か
ら 

 
 
 
 

荷
物
を
満
載
し
て 

 
 

重
い
「
ウ
マ
」
を
運
ぶ 

 

い
よ
い
よ
令
和
３
年
春
季
南
奥
駈
道
の
点
検
巡
視
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。 

例
年
山
ヒ
ル
の
発
生
時
期
を
避
け
て
、
第
一
回
は
浦
向
道
が
定
着
し
て
い
る
。 

浦
向
道
は
奥
駈
道
で
は
な
い
が
、
何
百
年
も
の
間
、
十
津
川
郷
と
北
山
郷
を
結

ぶ
重
要
な
生
活
道
路
と
し
て
使
わ
れ
、
明
治
時
代
に
は
郵
便
物
を
配
達
す
る

【
逓
信
道
】
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
行
仙
宿
・
奥
駈
道
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
道
で

あ
っ
て
、
玉
岡
相
談
役
の
「
歴
史
あ
る
道
は
残
せ
」
の
号
令
も
あ
り
、
点
検
巡

視
に
組
み
込
み
登
山
道
の
維
持
に
当
た
っ
て
い
る
。 

 

当
日
、
集
合
地
の
役
場
駐
車
場
に
向
か
う
途
中
村
吉
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
で
、

薪
切
り
用
の
「
ウ
マ
」
２
台
を
持
っ
て
参
加
す
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
。 

定
刻
の
８
時
半
に
着
く
と
す
で
に
皆
さ
ん
は
到
着
済
み
で
、
す
ぐ
集
ま
っ
て
頂

き
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
段
取
り
や
注
意
事
項
を
説
明
。
併
せ
て
４
０
年
誌

の
国
会
図
書
館
収
蔵
に
つ
い
て
も
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
。 

全
車
、
全
員
で
森
林
組
合
倉
庫
前
に
移
動
し
、
沖
崎
、
村
吉
、
松
本
、
大
江
の

４
台
に
分
乗
し
て
補
給
路
登
山
口
に
向
か
う
。 

登
山
口
に
着
い
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
横
に
み
ん
な
の
荷
物
を
置
く
。
山
川
さ
ん
の

テ
ー
ブ
ル
用
木
材
、
各
自
の
ザ
ッ
ク
や
背
負
子
、
村
吉
さ
ん
持
参
の
「
ウ
マ
」

２
台
の
う
ち
一
台
は
か
な
り
の
も
の
だ
。
高
さ
も
あ
っ
て
車
庫
の
通
過
が
心
配

だ
。
モ
ノ
レ
ー
ル
荷
台
に
何
と
か
山
盛
り
に
積
み
上
げ
て
出
発
、
車
庫
近
く
ま

で
登
っ
て
き
て
「
ガ
シ
ャ
」
と
鈍
い
音
が
聞
こ
え
た
。
嫌
な
感
じ
が
し
た
。 

車
庫
ま
で
来
て
荷
を
見
る
と
案
の
定
「
ウ
マ
」
が
車
庫
上
部
の
パ
イ
プ
に
当
た

り
下
部
に
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
。
何
年
か
前
に
背
負
子
が
パ
イ
プ
に
当
た
っ
て

曲
が
っ
て
し
ま
い
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
一
度
だ
け
あ
っ
た
。 

そ
れ
だ
け
モ
ノ
レ
ー
ル
が
登
る
力
は
強
く
、
衝
撃
は
破
壊
的
な
も
の
だ
。
十
分

気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
各
自
が
荷
を
肩
に
、
ま
た
手
に
持
ち
小
屋
へ
向
か
う
。 

村
吉
さ
ん
が
背
負
っ
た
「
ウ
マ
」
は
２
０
㎏
ほ
ど
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 



小
屋
に
着
い
て
破
損
し
た
「
ウ
マ
」
の
補
修
材
を
探
す
が
見
つ
か
ら
ず
、
村
吉

さ
ん
に
は
再
度
行
仙
宿
に
出
向
く
必
要
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 

水
場
手
前
の
倒
木 

 
 

 
 

水
場
は
回
復 

 
 
 
 

 
本
日
の
参
加
者 

浦
向
道
に
向
か
う
ま
で
に
、
正
月
用
の
御
供
片
付
け
や
水
場
の
確
認
を
行
っ
た
。 

１
１
時
過
ぎ
か
ら
順
次
昼
食
を
摂
っ
て
も
ら
う
。 

以
前
か
ら
管
理
棟
前
の
ス
ペ
ー
ス
で
焚
火
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
て
、
少

し
掘
り
下
げ
て
周
り
に
石
を
置
く
つ
も
り
で
工
事
を
始
め
た
が
、
す
ぐ
上
、
焼

却
炉
の
手
前
に
鉄
製
の
手
ご
ろ
な
カ
マ
ド
が
目
に
付
い
た
。
こ
れ
は
い
い
「
私

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
日
を
永
い
間
待
っ
て
い
ま
し
た
」
と
い
っ
て
い
る

よ
う
で
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
使
う
こ
と
を
決
定
。
児
嶋
さ
ん
が
周
り
の
火
止
め
を

施
工
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
か
ま
ど
の
周
り
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
並
べ
て
、
傍
に
あ
っ

た
マ
キ
を
入
れ
て
点
火
し
た
。
ほ
ん
の
７
～
８
分
で
長
年
の
夢
だ
っ
た
焚
火
場

が
完
成
し
た
。
火
を
囲
み
雑
談
し
な
が
ら
の
昼
食
は
最
高
だ
。
居
心
地
が
良
す

ぎ
て
動
く
の
が
億
劫
に
な
る
。 

 

出
発
予
定
の
１
２
時
が
近
く
な
り
準
備
を
始
め
る
。
車
を
回
送
し
て
頂
く
た

め
に
橋
本
、
松
本
、
畑
林
秀
の
３
名
が
残
留
、
火
の
始
末
や
戸
締
り
な
ど
を
お

願
い
し
て
お
堂
前
で
集
合
写
真
を
撮
り
１
２
時
少
し
前
に
出
発
し
た
。 

山
川
、
梶
野
の
二
人
が
各
々
一
台
づ
つ
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
倒
木
処
理
、
川
島

橋
手
前
で
２
本
の
倒
木
を
切
除
す
る
。
山
川
さ
ん
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
が
外

れ
て
取
り
付
け
に
少
々
時
間
を
要
し
た
。 

 
 

 
 

 

浦
向
道
の
倒
木
処
理 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

林
道
に
合
流 

こ
の
先
、
林
道
ま
で
に
２
本
の
倒
木
が
あ
っ
た
が
、
道
の
崩
れ
は
無
く
人
手
が

必
要
と
な
る
作
業
は
無
か
っ
た
。 

林
道
ま
で
降
り
て
き
て
小
休
止
、
以
後
女
性
陣
が
先
行
し
、
そ
の
後
を
男
性
陣

が
歩
く
。
児
嶋
さ
ん
は
い
つ
も
道
迷
い
が
無
い
よ
う
に
と
標
識
や
テ
ー
プ
を
持

参
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
も
赤
い
幅
広
テ
ー
プ
を
こ
ま
め
に
巻
い
て
い
た
。 

 
沢
迄
降
り
て
廃
屋
跡
で
も
小
休
止
し
た
。
私
は
車
回
送
組
に
な
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
こ
こ
を
歩
く
の
は
３
年
ぶ
り
に
な
る
。 

廃
屋
跡
か
ら
３
０
分
も
歩
け
ば
国
道
に
出
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
一
時
間
近
く

を
要
し
、
勾
配
、
高
度
差
も
か
な
り
あ
る
。
午
後
３
時
ち
ょ
っ
と
前
に
森
林
組



合
倉
庫
に
到
着
し
た
。
車
回
送
の
お
三
人
さ
ん
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。 

ほ
ぼ
予
定
通
り
の
時
間
だ
っ
た
。
登
山
道
に
異
常
は
無
く
一
安
心
。
皆
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

標
識
の
設
置 

 
 
 
 

十
津
川
橋
を
渡
る 

 
 
 
 

 
倉
庫
前
に
到
着 

 

前
回
の
牛
草
山
で
は
縁
石
へ
の
衝
突
、
同
乗
者
の
積
残
し
。
今
回
は
携
帯
電

話
が
な
い
、
ス
ト
ッ
ク
が
見
つ
か
ら
な
い
。
な
ど
、
う
っ
か
り
ミ
ス
と
い
う
か
、

加
齢
に
よ
る
注
意
力
の
低
下
か
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い
る
。
小
さ
な
ミ

ス
が
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
十
分
に
気
を
付

け
よ
う
。 

 

今
回
の
浦
向
道
巡
視
に
当
た
っ
て
、
事
前
に
ト
ラ
バ
ー
ス
道
に
ロ
ー
プ
設
置

な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
く
れ
た
山
川
、
梶
野
両
氏
、
ま
た
車
の
回
送
の

た
め
に
参
加
を
申
し
出
て
下
さ
っ
た
橋
本
、
松
本
、
畑
林
秀
の
お
三
人
に
、
そ

れ
に
、
自
発
的
に
テ
ー
ブ
ル
や
薪
切
り
ウ
マ
の
作
成
、
荷
揚
げ
さ
れ
た
山
川
、

村
吉
氏
、
皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 （

記
；
沖
崎
、
写
真
；
梶
野
） 
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